
１ 主題設定の理由 

  現在、地域に開かれた学校が理想とされてい 

る。本地区も、地域の方々や保護者と連携して 

生徒が安心して学校生活を送れるように様々な

取組を行っている。学校と地域・保護者をつな

ぎ、より円滑に活動できるように結ぶのが教頭

の仕事だと考える。 

２ 研究のねらい 

教頭が、自校や中学校区の教育環境整備の課 

題や現状を把握し、課題解決や環境整備を進め

ることで、より組織的に生徒が安心して生活で

きる環境をつくることができるのではないかと

考える。 

３ 研究の概要と成果 

 ⑴【志和池中学校の取組】 

① 地域との連携 

ア 実践と成果 

  志和池地区は、まちづくり協議会をはじめ

様々な団体や民間企業が学校に協力する環境

ができている。総合的な学習の時間を活用し、

1年生は「志和池を知る」2年生は「志和池で

体験する」3年生は「志和池に貢献する」をテ

ーマに地域学習を行っている。1，2 年生で、

ゲストティチャーを招いたり自ら調査活動に

出向いたりして、自分の知らなかった故郷の

ことを学んだり、実際に職業体験を行うなど

の経験を積んだ。3 年生は地域に貢献する活

動を地域の協力を得て行うことができた。ま

た、生徒会の「よりよい地域と学校へ」のスロ

ーガンによる取組も、まちづくり協議会に相

談して充実した活動をすることができた。  

イ 今後の課題 

   学校が求めている地域の力と、地域が求め

ている学校への要望を教頭が繋いでいく中で、 

調整が難しいものもあった。また、地域からの

協力依頼が休日に行われるものもあり、地域と

の繋がりを深めつつ働き方改革に沿うようにし

ていく必要がある。 

② 保護者との連携 

ア 実践と成果 

  一昨年度の学校評価で、保護者から「子ども

が学校でもらったプリントを言わないと見せ

ない」という意見が多くあり、生徒も「保護者

に言われないと見せない」と回答している生徒

が多かった。そこで、昨年度から、参観日や体

育大会などの学校行事は、プリントでも配付す

るが、同時にシグフィーでも保護者に連絡する

ようにし、今年度はシグフィーのみで配信した。

これにより学校からきちんと連絡がいってい

るという可視化にもなっている。また、一昨年

度から学級通信もシグフィーで送信しており

今まで白黒で見にくかった写真もカラーで見

られるようになり、今まで通信を見せなかった

生徒の保護者からは「毎週楽しみにしています」

という、うれしい言葉をいただいた。また、シ

グフィーで送信することで、学級担任も毎週通

信を出すようになり、職員の意識向上にもつな

がっている。 

イ 今後の課題 

  確実に保護者との連絡はとれるようになった

が、保護者も子どもがプリントを渡さなくても、

シグフィーで確認すれば良いという感覚が身

に付いてしまい、学校でもらったものは必ず親

に見せるという習慣がおろそかになっている。

引き続き、生徒には指導を継続する必要がある。 

③ C4th を使った情報の共有 

ア 実践と成果 

ペーパーレスと情報機器の活用の上達を図る 
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ため、Google 共有ドライブを利用しての職員同

士の情報の共有や C4th を利用しての個人連絡

を推奨している。経費の削減にもなり、ICT 機器

の使用を苦手としている職員も毎日使うことで、

技術の向上につながると考える。 

イ 今後の課題 

この取組は２年目となり、ICT機器の操作が苦

手なベテランにも浸透してきた。しかし、完全

なペーパーレスには至っていないため、今後も

授業での実践など職員全体の意識を高めてい

く必要がある。 

⑵【沖水中学校の取組】 

① 地域との連携 

ア 実践と成果 

沖水中学校は、国道 10 号線の沿線東側に位置 

し、国道 221 号線や県道財部庄内安久線が交差 

している地域にある。朝夕の通勤時だけでなく 

非常に交通量が多い。また、都城志布志道路の 

全面開通を前に、大型トラック等工事車両の往 

来も多い状況にある。 

本校では、生徒の交通事故、特に、登下校時の 

自転車運転に伴う事故が多い現状がある。対策 

の一つとして警察署の交通安全課の協力を得て、 

年度初めに交通安全教室を開き、道路交通法を

理解した上での安全意識高揚を図っている。ま

た、地域の“住みよいまち沖水”協議会に協力を

依頼し、環境安全部会に所属する見守りボラン

ティアによる活動、地区青少年育成協議会の定

期巡回指導による事故防止を推進している。具 

体的な活動については、校内の各担当職員が計

画を立てるが、教頭が“住みよいまち沖水”協 

議会の定例会に参加し、学校の実態と各活動の 

ねらいの説明、及び依頼を行っている。協議会 

の定例会では、所属する各団体から、地域での 

生徒の様子に関する情報が寄せられるため、交 

通事故につながる小さな危険に関する生徒の様 

子を収集することができ、安全指導につなげて

いる。 

イ 今後の課題 

  見守りや巡回指導の場面では、生徒の意識も 

高く、道路交通法を守り安全な運転を心がけて 

いるようである。この面では一定の効果が見ら 

れるが、休日における自転車の乗り方について 

は危険な場面に関する報告が多い。教頭として

生徒指導部や安全教育担当者に働きかけ、更に、

自分の命を守るという意識を育てる必要がある。 

② 専門機関と連携した災害への対応や事故防止 

ア 実践と成果 

  突然の災害や想定外の事故に対する安全管理

は、日常からの点検と災害発生時の速やかな行

動が決め手となる。そこで、年度初めに防災計

画等を作成する際に、生徒の速やかな避難行動

が確実にできるような視点で見直しを行い、校

区内にある都城北消防署に避難を想定した設備

の安全管理について指導をお願いした。教頭は、

校内で改善できる面については職員とともに対

策を講じ、施設設備面については教育総務と相

談しながら対応した。また、毎月実施している

安全点検に「転倒や転落の危険が予想される状

況」と「生徒の速やかな避難が妨げられる要因」

の視点で項目を加えた。 

  年間２回実施する避難訓練の際には、消防署

員に職員の動きや生徒の動きが、防災計画に沿

っているかを見ていただき、十分でない点を指

導いただいた。初期消火の際に消火器の設置場

所が把握でいていない等の反省点が上げられた。 

  専門的な知識がある機関等と連携することで

より高い安全管理を推進することができた。 

イ 今後の課題 

  毎年、危機管理マニュアルや防災計画を見直  

 し改善策を講じているつもりであったが、計画  

 を職員が十分に共通理解し、実際の行動に移せ

るかという点で、課題が見られた。教頭が基本

的な改善策について職員に具体的に提案し、更

に、専門機関に協力いただき生徒が安心して生

活できる学校にしていきたい。 


